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総
務
相
と
記
念
撮
影
に
臨
む
市
区
議 左から秋山恭寛・副委員長、関谷博・本会会長、大島

明・委員長、北崎秀一・企画課長、瓜生照代・副委員長

全
国
市
議
会
議
長
会
（
会
長
�

関
谷
博
・
下
関
市
議
会
議
長
）
は

１０
月
２９
日
、
東
京
・
ル
ポ
ー
ル
麹

町
で
第
１
１
７
回
国
会
対
策
委
員

会
を
開
催
し
た
。

当
日
は
関
谷
会
長
の
あ
い
さ
つ

の
の
ち
、
正
副
委
員
長
を
選
任
し

た
。
委
員
長
に
は
大
島
明
・
川
崎

市
議
会
議
長
、
副
委
員
長
に
は
、

秋
山
恭
寛
・
八
戸
市
議
会
議
長
、

瓜
生
照
代
・
四
條
畷
市
議
会
議
長

が
就
任
し
た
。
会
議
で
は
、
平
成

２５
年
度
政
府
予
算
に
対
す
る
重
点

要
望
案
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
、

原
案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

会
議
終
了
後
、
大
島
委
員
長
、

秋
山
副
委
員
長
、
瓜
生
副
委
員
長

は
要
望
事
項
の
実
現
に
向
け
、
事

項
運
動
班
を
編
成
。
�
坂
誠
二
・

民
主
党
総
括
副
幹
事
長
、
武
内
則

男
・
参
議
院
総
務
委
員
会
委
員
、

樽
床
伸
二
・
総
務
相
と
相
次
い
で

面
談
し
、
要
望
事
項
の
実
現
に
向

け
た
協
力
を
要
請
し
た
。
同
委
員

会
加
盟
市
議
長
ら
も
地
元
選
出
の

国
会
議
員
に
対
し
要
望
し
た
。

会
議
当
日
は
、
総
務
省
自
治
税

務
局
の
北
崎
秀
一
・
企
画
課
長
が

「
２５
年
度
地
方
税
制
の
課
題
」
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

来
賓
と
し
て
感
謝
状
贈
呈
式
に

出
席
し
た
本
会
の
関
谷
博
会
長 �坂・民主党総括副幹事長、武内・参議

院総務委員会委員に要望する正副委員長

松島洋・我孫子市議が代表受領

樽
床
・
総
務
相
に
対
し
要
望

「
平
成
２４
年
度
市
区
町
村
議
会

議
員
総
務
大
臣
感
謝
状
贈
呈
式
」

が
１０
月
２６
日
、
東
京
・
ル
ポ
ー
ル

麹
町
で
挙
行
さ
れ
た
。
来
賓
と
し

て
本
会
の
関
谷
博
・
会
長
（
下
関

市
議
会
議
長
）
ら
が
出
席
し
、
被

表
彰
者
を
称
え
た
。

当
日
は
、
樽
床
伸
二
・
総
務
相

が
式
辞
を
述
べ
た
ほ
か
、
来
賓
の

草
川
昭
三
・
参
議
院
総
務
委
員
長

か
ら
祝
辞
を
賜
っ
た
。

感
謝
状
・
記
念
品
贈
呈
で
は
、

市
区
議
会
議
員
を
代
表
し
、
松
島

洋
・
我
孫
子
市
議
会
議
員
が
受
領

し
た
。

感
謝
状
贈
呈
の
対
象
者
は
、
地

方
議
会
の
議
員
と
し
て
３５
年
以
上

の
在
職
期
間
を
有
し
、
地
方
自
治

の
発
展
に
顕
著
な
功
労
が
あ
っ
た

と
認
め
ら
れ
る
者
と
さ
れ
て
い

る
。
今
回
の
感
謝
状
贈
呈
式
で

は
、
被
表
彰
者
が
４８
人
。
う
ち
市

区
議
会
議
員
は
２８
人
が
該
当
し
、

表
彰
の
栄
誉
に
浴
し
た
。

栄
え
あ
る
市
区
議
会
議
員
表
彰

者
は
次
の
と
お
り
。

▽
根
室
市
�
神
忠
志
▽
五
所
川
原

市
�
工
藤
武
則
▽
つ
が
る
市
�
傳

法
谷
謙
一
▽
気
仙
沼
市
�
�
橋
清

男
▽
大
仙
市
�
橋
本
五
郎
▽
羽
咋

市
�
浅
野
俊
二
▽
世
田
谷
区
�
唐

澤
敏
美
▽
江
戸
川
区
�
片
山
知
紀

▽
鎌
倉
市
�
松
中
健
治
▽
都
留
市

�
小
林
義
孝
▽
北
茨
城
市
�
大
平

博
之
▽
小
美
玉
市
�
野
村
武
勝
▽

本
庄
市
�
鈴
木
常
夫
▽
我
孫
子
市

�
松
島
洋
▽
郡
上
市
�
田
中
和
幸

▽
大
東
市
�
三
ツ
川
武
▽
阪
南
市

�
楠
部
徹
▽
長
岡
京
市
�
藤
本
秀

延
▽
湖
南
市
�
坂
田
政
富
▽
神
戸

市
�
安
井
鋭
彦
▽
養
父
市
�
藤
原

敏
憲
▽
大
和
郡
山
市
�
田
村
雅
勇

▽
同
�
遊
田
直
秋
▽
広
島
市
�
木

島
丘
▽
安
芸
高
田
市
�
亀
岡
等
▽

防
府
市
�
佐
鹿
博
敏
▽
那
覇
市
�

唐
真
弘
安
▽
浦
添
市
�
奥
本
道
夫

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1849号１１月５日平成24年
（2012年）

国
対
委
が
正
副
委
員
長
を
選
任

委
員
長
に
は
大
島
明
・
川
崎
市
議
長

総総
務務
大大
臣臣
かか
らら
感感
謝謝
状状
２４年度
贈呈式

（１） 平成２４年１１月５日 第１８４９号
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基基
調調
講講
演演

１
日
目
は
、
片
山
善
博
氏
の

「
地
方
自
治
の
課
題
と
議
会
の
ミ

ッ
シ
ョ
ン
」
と
題
す
る
基
調
講
演

で
幕
を
開
け
た
。

片
山
氏
は
市
政
に
お
け
る
様
々

な
政
策
に
お
い
て
、
議
会
が
最
終

決
定
権
者
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す

る
べ
き
と
し
た
。
そ
の
最
た
る
例

が
、
義
務
教
育
と
議
会
の
関
係
と

指
摘
し
た
。
理
由
は
、
子
ど
も
達

の
教
育
行
政
全
般
に
対
し
責
任
を

も
っ
て
所
管
す
る
教
育
委
員
の
選

任
を
、
最
終
的
に
は
議
会
が
決
定

し
て
い
る
た
め
と
す
る
。

片
山
氏
は
、
い
じ
め
や
自
殺
な

ど
義
務
教
育
に
お
け
る
課
題
は
議

会
の
責
任
が
大
き
い
と
し
、
同
テ

ー
マ
を
中
心
に
会
場
に
い
る
参
加

者
へ
解
説
し
た
。

議
会
で
は
、
首
長
が
選
任
す
る

教
育
委
員
を
そ
の
ま
ま
選
任
同
意

す
る
傾
向
に
あ
る
と
片
山
氏
は
指

摘
す
る
。

議
会
に
お
い
て
教
育
委
員
を
選

任
す
る
際
は
、
委
員
を
志
し
た
目

的
や
教
育
行
政
に
対
す
る
見
解
な

ど
、
し
っ
か
り
と
聴
聞
す
る
必
要

が
あ
る
と
説
い
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

基
調
講
演
後
、
「
地
方
議
会
に

お
け
る
政
策
形
成
の
在
り
方
に
つ

い
て
」
と
題
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
入
っ
た
。
佐
々
木

信
夫
氏
に
よ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

の
も
と
、
４
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
�

写
真
右
掲
�
が
登
壇
し
た
。
江
藤

氏
は
議
会
の
権
限
の
大
き
さ
を
強

調
。
合
議
制
の
機
関
で
あ
る
た

め
、
様
々
な
意
見
を
表
出
し
世
論

を
形
成
で
き
る
と
し
た
。
議
会
と

執
行
機
関
は
政
策
の
形
成
過
程
全

体
に
わ
た
っ
て
対
立
・
競
争
し
、

議
会
�
合
議
制
、
首
長
�
独
任
制

と
い
っ
た
特
徴
を
活
か
し
、
切
磋

琢
磨
す
る
。
江
藤
氏
は
こ
れ
を

「
機
関
競
争
主
義
」
と
し
た
。

金
井
氏
は
、
政
策
形
成
の
中
心

は
首
長
と
行
政
組
織
と
位
置
付
け

た
。
議
会
は
、
こ
れ
ら
機
関
が
何

か
政
策
を
進
め
た
い
場
合
、
非
常

に
大
き
な
権
限
を
持
ち
「
拒
否
権

プ
レ
ー
ヤ
ー
」
と
し
て
働
く
が
、

政
策
形
成
の
主
役
で
は
な
い
と
議

会
を
位
置
付
け
た
。

坪
井
氏
は
、
朝
日
新
聞
が
２３
年

１
月
に
実
施
し
た
「
自
治
体
議
会

ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
を
説
明
し

た
。
�
議
会
が
首
長
提
案
議
案
で

修
正
・
否
決
し
た
本
数
�
議
員
提

案
の
政
策
条
例
案
の
本
数
�
議
案

に
対
す
る
議
員
個
人
の
賛
否
を
公

開
し
て
い
る
か
―
な
ど
を
調
査
し

た
結
果
、
�
は
０
本
が
５０
％
、
�

で
は
０
本
が
９１
％
を
占
め
た
。
�

に
お
い
て
は
「
し
て
い
な
い
」
と

す
る
議
会
が
８４
％
を
占
め
た
。
こ

れ
ら
３
つ
を
総
称
し
て
、
「
３
な

い
議
会
」
と
指
摘
し
た
。

第
７
回
全
国
市
議
会
議
長
会
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
１０
月
１０
日
・
１１

日
の
２
日
間
に
わ
た
り
愛
媛
県
松
山
市
で
開
催
さ
れ
た
。
会
場
と
な

っ
た
同
市
・
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
は
、
約
２
７
０
０
人
に
も
及
ぶ
参
加

者
で
満
席
と
な
っ
た
。
前
号
掲
載
の
概
略
に
続
き
、
今
号
で
は
２
面

か
ら
３
面
に
か
け
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
要
旨
を
掲
載
す
る
。

１
日
目
は
、
片
山
善
博
・
元
総
務
大
臣
（
慶
応
義
塾
大
学
法
学
部

教
授
）
が
「
地
方
自
治
の
課
題
と
議
会
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
題
し
基

調
講
演
。
続
い
て
佐
々
木
信
夫
・
中
央
大
学
経
済
学
部
教
授
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
招
き
、
「
地
方
議
会
に
お
け
る
政
策
形
成
の

在
り
方
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
た
。
１
日
目
は
、
次
期
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
地
の
旭
川
市
の
三
井
幸

雄
議
長
の
あ
い
さ
つ
で
締
め
括
っ
た
。

２
日
目
は
、
牛
山
久
仁
彦
・
明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
教
授
が
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
事
例
報
告
者
ら
４
人
と
と
も
に
「
大
震

災
に
お
け
る
議
会
の
役
割
」
と
題
し
課
題
討
議
を
実
施
し
た
。

【
３
面
へ
続
く
】

地地
方方
議議
会会
のの
政政
策策
形形
成成
にに
つつ
いい
てて
議議
論論

本会フォーラム

２
日
目
は
大
震
災
に
お
け
る
議
会
の
役
割
を
模
索

パネリスト【左上】江藤俊昭・山梨学院大学法学部
教授【右上】金井利之・東京大学公共政策大学院教
授【左下】坪井ゆづる・朝日新聞仙台総局長東北復
興取材センター長【右下】寺井克之・松山市議会議長

【
写
真
右
】
開
会
あ
い
さ
つ
す
る

関
谷
博
・
本
会
会
長
【
写
真
左
】

開
催
地
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
す

る
寺
井
克
之
・
松
山
市
議
会
議
長

次期開催地の旭川市のほか近隣市も歓迎を表明

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
佐
々
木
信
夫
氏

片
山
善
博
氏
に
よ
る
基
調
講
演

第１８４９号 平成２４年１１月５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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課課
題題
討討
議議

２
日
目
は
「
大
震
災
に
お
け
る

議
会
の
役
割
」
と
題
し
課
題
討
議

を
実
施
し
た
。
当
日
、
牛
山
久
仁

彦
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
登
壇
し
た
。
事
例
報
告
者
は
、

平
田
武
・
南
相
馬
市
議
会
議
長
、

渡
邊
武
・
名
取
市
議
会
前
議
長
、

伊
藤
明
彦
・
陸
前
高
田
市
議
会
議

長
の
３
人
が
務
め
、
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
に
中
邨
章
・
明
治
大
学
名
誉

教
授
・
日
本
自
治
体
危
機
管
理
学

会
会
長
を
加
え
議
論
を
深
め
た
。

南
相
馬
市
の
平
田
議
長
に
よ
る

事
例
報
告
で
は
、
原
発
事
故
へ
の

教
訓
な
ど
を
取
り
上
げ
た
。
平
田

議
長
は
震
災
の
経
験
か
ら
、
１０
�

圏
外
に
お
い
て
も
防
災
計
画
の
必

要
性
を
指
摘
し
た
。
従
来
、
国
は

原
発
か
ら
１０
�
圏
外
は
原
子
力
防

災
計
画
の
必
要
は
な
い
と
し
て
き

た
。
ま
た
、
警
戒
区
域
等
の
指
定

も
市
町
村
単
位
を
基
本
と
し
て
警

戒
区
域
を
指
定
す
べ
き
と
し
た
。

震
災
時
、
国
は
原
子
力
発
電
所
か

ら
直
線
距
離
に
よ
る
同
心
円
状
で

指
定
し
て
い
た
。
結
果
、
自
治
体

が
分
断
し
、
市
民
の
避
難
誘
導
が

複
雑
化
す
る
と
い
っ
た
問
題
が
発

生
し
た
。
平
田
議
長
は
援
助
体
制

の
確
立
も
必
要
と
し
、
全
県
全
市

町
村
長
を
対
象
と
し
た
援
助
協
定

が
有
効
に
機
能
す
る
と
し
た
。

名
取
市
の
渡
邊
前
議
長
は
、
震

災
発
生
以
降
の
名
取
市
議
会
の
対

応
を
報
告
し
た
。
対
応
の
中
で
５

月
２７
日
の
第
２
回
臨
時
会
に
て
全

議
員
を
対
象
と
す
る
「
東
日
本
大

震
災
復
興
調
査
特
別
委
員
会
」
を

設
置
し
た
こ
と
を
説
明
。
委
員
会

付
託
事
項
は
被
害
状
況
及
び
被
災

者
の
支
援
に
関
す
る
こ
と
、
復
興

推
進
に
関
す
る
こ
と
の
２
点
だ
っ

た
。
２４
年
９
月
２０
日
の
時
点
で
特

別
委
は
延
べ
３０
回
開
催
さ
れ
、
２４

年
の
９
月
定
例
会
で
中
間
報
告
書

を
提
出
し
て
い
る
�
詳
細
は
名
取

市
Ｈ
Ｐ
参
照
。

陸
前
高
田
市
の
伊
藤
議
長
は
、

市
庁
舎
が
大
津
波
で
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
た
中
で
の
議
会
の
対
応

を
発
表
し
た
。
市
庁
舎
が
水
没
し

行
政
機
能
が
マ
ヒ
す
る
中
、
３
月

２８
日
に
は
中
学
校
の
教
室
を
利
用

し
て
第
２
回
臨
時
会
を
開
き
、
新

年
度
予
算
を
成
立
さ
せ
た
。
６
月

２８
日
に
東
日
本
大
震
災
復
興
対
策

特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
ま
で

の
間
は
、
全
員
協
議
会
で
市
か
ら

被
災
地
の
報
告
を
受
け
た
。
ま

た
、
関
係
機
関
な
ど
に
対
し
被
災

地
の
復
旧
・
復
興
を
図
る
た
め
、

要
請
活
動
を
展
開
し
た
と
し
た
。

【
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
中
邨
氏
】

地
方
議
会
の
危
機
管
理
に
つ
い

て
解
説
。
中
邨
氏
は
、
震
災
前
に

準
備
す
べ
き
項
目
と
し
て
▽
啓
蒙

活
動
と
教
育
▽
図
上
訓
練
（
Ｋ
Ｙ

Ｔ
）
▽
議
会
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
作
成
―

の
３
点
を
挙
げ
た
。

図
上
訓
練
の
Ｋ
Ｙ
Ｔ
と
は
「
危

機
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
の
略
。

地
域
住
民
に
対
し
、
平
時
よ
り
震

災
が
発
生
し
た
場
合
を
想
定
し
、

様
々
な
状
況
下
お
け
る
対
応
策
を

考
え
て
も
ら
う
。
Ｋ
Ｙ
Ｔ
を
導
入

す
る
こ
と
で
震
災
時
に
も
住
民
に

対
し
落
ち
着
い
た
対
応
を
促
す
。

一
方
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
業
務
継
続

計
画
の
こ
と
。
市
庁
舎
が
津
波
で

流
さ
れ
た
り
、
閉
鎖
さ
れ
た
場
合

な
ど
、
議
会
と
し
て
何
が
で
き
る

か
を
あ
ら
か
じ
め
考
え
て
お
く
必

要
が
あ
る
と
し
た
。

寺
井
議
長
は
、
松
山
市
議
会
改

革
の
取
組
み
を
説
明
し
た
。
２２
年

７
月
か
ら
松
山
市
議
会
で
は
地
域

主
権
検
討
特
別
委
員
会
を
設
置
。

地
方
分
権
に
向
け
た
議
会
活
性
化

の
実
現
を
目
指
し
、
改
革
課
題
を

▽
議
会
制
度
な
ど
の
政
策
的
課
題

▽
情
報
公
開
や
費
用
弁
償
等
経
費

面
の
見
直
し
を
行
う
効
率
的
課
題

▽
行
政
の
広
域
化
な
ど
広
域
的
課

題
―
と
し
た
。
課
題
項
目
ご
と
に

具
体
的
な
検
討
事
項
を
抽
出
す
る

と
と
も
に
目
標
期
間
の
設
定
を
行

い
、
調
査
研
究
を
実
施
し
て
い

る
。
同
委
員
会
は
現
在
も
課
題
に

対
し
協
議
を
し
て
い
る
。

【
２
面
か
ら
続
く
】

２
日
目
は
「
大
震
災
に
お
け
る

議
会
の
役
割
」
と
題
し
、
課
題
討

議
に
入
っ
た
。
牛
山
久
仁
彦
氏
が

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
事

例
報
告
者
３
人
と
コ
メ
ン
テ
ー
タ

ー
１
人
の
４
人
と
と
も
に
震
災
時

に
お
け
る
議
会
の
対
応
方
法
に
関

し
事
例
報
告
を
交
え
討
議
し
た
。

閉
会
式
で
は
、
寺
井
松
山
市
議

長
か
ら
次
期
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
地

で
あ
る
旭
川
市
の
三
井
幸
雄
議
長

へ
、
開
催
旗
が
手
渡
さ
れ
た
。
本

会
副
会
長
の
渡
辺
光
雄
・
藤
沢
市

議
会
議
長
の
閉
会
あ
い
さ
つ
で
研

究
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
閉
幕
し
た
。

【左上】平田武・南相馬市議会議長【右上】渡邊
武・名取市議会前議長【左下】伊藤明彦・陸前高
田市議会議長【右下】中邨章・明治大学名誉教授

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
牛
山
久
仁
彦
氏

【
写
真
上
】
開
催
旗
を
受
け
取
る
旭
川
市
の
三
井
幸
雄
議
長
（
右
）

【
写
真
下
】
本
会
の
渡
辺
光
雄
副
会
長
に
よ
る
閉
会
の
あ
い
さ
つ

（３） 平成２４年１１月５日 第１８４９号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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全
国
高
速
自
動
車
道
市
議
会
協

議
会
（
会
長
�
田
村
雄
二
・
苫
小

牧
市
議
会
議
長
）
は
１０
月
２９
日
、

東
京
・
全
国
都
市
会
館
で
第
１
回

理
事
会
を
開
催
し
た
。
当
日
は
高

速
道
路
建
設
・
整
備
促
進
に
関
す

る
要
望
を
取
り
ま
と
め
た
ほ
か
、

平
成
２３
年
度
会
計
決
算
を
監
事
の

菅
原
恒
雄
・
二
戸
市
議
会
議
長
が

報
告
し
、
了
承
さ
れ
た
。
平
成
２３

年
度
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、
来

年
２
月
開
催
予
定
の
第
３９
回
定
期

総
会
へ
提
出
さ
れ
、
諮
ら
れ
る
。

会
議
終
了
後
、
要
望
事
項
の
実

現
を
図
る
た
め
、
高
速
協
で
は
実

行
運
動
班
を
編
成
�
編
成
市
は
下

掲
。
�
坂
誠
二
・
民
主
党
総
括
副

幹
事
長
、
武
内
則
男
・
参
議
院
総

務
委
員
会
委
員
に
対
し
要
望
し

た
。
協
議
会
加
盟
市
も
会
議
以

降
、
地
元
選
出
の
国
会
議
員
を
中

心
に
要
望
し
た
。
な
お
、
当
日
は

全
国
高
速
道
路
建
設
協
議
会
の
日

高
健
・
事
務
局
長
代
行
が
「
高
速

道
路
政
策
の
今
後
の
展
望
に
つ
い

て
」
と
題
す
る
講
師
説
明
を
実
施

し
た
。

実
行
運
動
班
編
成
市
▽
会
長
�
苫

小
牧
市
▽
副
会
長
�
小
樽
市
▽
同

�
大
崎
市
▽
同
�
敦
賀
市
▽
同
�

高
崎
市
▽
同
�
春
日
井
市
▽
同
�

尾
道
市
▽
同
�
坂
出
市
▽
監
事
�

二
戸
市
▽
相
談
役
�
高
松
市

あ
い
さ
つ
す
る
田
村
雄
二
・
会
長

【
写
真
右
】一
関
市
病
院
事
業
管
理

者
の
佐
藤
元
美
氏【
写
真
左
】岐
阜

市
民
病
院
病
院
長
の
冨
田
栄
一
氏

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
（
会
長
�
田
中
修
一
・

町
田
市
議
会
議
長
）
は
１０
月
２５

日
、
東
京
・
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ

ル
で
第
８
回
地
域
医
療
政
策
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
。
当
日
は
講
師
と
し

て
岐
阜
市
民
病
院
病
院
長
の
冨
田

栄
一
氏
、
一
関
市
病
院
事
業
管
理

者
の
佐
藤
元
美
氏
が
登
壇
し
た
。

冨
田
氏
は
病
院
と
診
療
所
の
役

割
分
担
が
大
切
と
し
た
。
岐
阜
市

で
は
医
師
会
を
中
心
と
し
、
中
核

病
院
や
地
域
の
診
療
所
と
医
療
機

能
を
分
担
す
る
「
地
域
連
携
パ

ス
」
に
取
組
ん
で
い
る
。
患
者
に

対
し
、
診
療
所
は
日
々
の
ケ
ア
を

受
け
持
つ
一
方
、
中
核
病
院
は
病

状
の
急
変
や
高
度
な
専
門
医
療
を

受
け
持
つ
。
診
療
所
と
病
院
が
連

携
す
る
こ
と
で
適
切
な
医
療
が
提

供
で
き
る
と
説
く
。

佐
藤
氏
は
、
「
ナ
イ
ト
ス
ク
ー

ル
」
の
取
組
み
を
紹
介
。
町
内
の

集
会
所
で
住
民
が
農
業
な
ど
で
忙

し
く
な
い
時
期
を
狙
い
、
医
師
が

住
民
と
夜
７
時
か
ら
９
時
ま
で
会

話
を
す
る
。
導
入
後
は
患
者
の
モ

ラ
ル
が
上
が
り
、
ク
レ
ー
ム
が
減

少
す
る
な
ど
の
効
果
が
あ
っ
た
と

解
説
し
た
。

�坂・民主党総括副幹事長（左から６人目）、武内
・参議院総務委員会委員（右から６人目）に対し要望

あ
い
さ
つ
す
る
田
中
修
一
・
会
長

病
院
協
議
会

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
（
会
長
�
田
中
修
一
・

町
田
市
議
会
議
長
）
は
１０
月
１８

日
、
町
田
市
で
正
副
会
長
・
監
事

・
相
談
役
会
議
を
開
催
し
た
。
当

日
は
開
催
市
議
長
で
も
あ
る
会
長

の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
石
阪
丈
一

・
町
田
市
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

会
議
で
は
自
治
体
病
院
経
営
に

関
す
る
要
望
案
な
ど
協
議
し
た
。

広
域
協
議
会

広
域
行
政
圏
市
議
会
協
議
会

（
会
長
�
碓
井
宏
政
・
三
島
市
議

会
議
長
）
は
１０
月
１８
日
、
正
副
会

長
・
監
事
・
相
談
役
会
議
を
佐
賀

市
で
開
催
し
た
。
当
日
は
開
催
市

の
福
井
久
男
・
佐
賀
市
議
会
議

長
、
御
厨
安
守
・
佐
賀
市
副
市
長

が
あ
い
さ
つ
し
た
。

会
議
で
は
広
域
行
政
施
策
に
関

す
る
要
望
案
な
ど
を
協
議
し
、
了

承
し
た
。
協
議
を
経
た
了
承
事
項

は
、
１１
月
２
日
開
催
の
第
６１
回
理

事
会
へ
提
出
さ
れ
る
。

基
地
協
議
会

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
神
田
隆
彦
・
呉
市
議

会
議
長
）
は
１０
月
２６
日
、
佐
世
保

市
で
正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役

会
議
を
開
催
し
た
。
当
日
は
開
催

市
の
永
山
正
幸
・
佐
世
保
市
議
会

議
長
、
朝
長
則
男
・
佐
世
保
市
長

が
あ
い
さ
つ
し
た
。

会
議
で
は
要
望
案
な
ど
を
協
議

し
た
。
協
議
を
経
た
要
望
案
な
ど

は
、
１１
月
２０
日
開
催
の
第
７８
回
理

事
会
へ
提
出
さ
れ
る
。

１１月５日現在の都市数
８１１団体

うち
指定都市 ２０市
中核市 ４１市
特例市 ４０市
一般市 ６８７市
特別区 ２３区

高
速
協
が
理
事
会
を
開
催

会
議
終
了
後
に
要
請
活
動
展
開

地地
域域
のの
取取
りり
組組
みみ
にに
学学
ぶぶ
病院協

第
８
回
地
域
医
療
政
策
セ
ミ
ナ
ー

病院協・広域協・基地協

役員会を相次ぎ開催
今後の運営などを協議
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